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1980年代心臓病学基礎研究の1つの大きな流れは、冠循環生理学、虚血再灌流傷害そして、それに
対する心筋保護・虚血耐性であった。これらを大学院での研究テーマとしつつ、同時並行的に心臓核
医学の臨床と臨床研究を始めた。SPECT装置と解析装置（ワークステーションと専用ソフトウエア）
の導入がそのきっかけとなった。心電図同期RI左室造影法による左室収縮・拡張機能の定量的評価、
心電図同期心プールSPECT＋位相解析法応用による三次元的左室局所機能評価に始まり、待機的PCI
後の冬眠心筋や急性心筋梗塞再灌流療法後の気絶心筋の核医学的評価、心電図同期心筋SPECT解析
ソフトウェアP-FAST の開発も行った。また、アデノシン負荷法、    111In-抗ミオシン抗体Fabイメージ
ング、123I-BMIPPや123I-6MP心筋脂肪酸代謝イメージングの国内第III相臨床試験にも参加できた。こ
うした診断学的研究からリスク層別化・予後評価の多施設共同研究へと発展していった。札幌医科大
学と関連施設との123I-MIBG心不全予後予測の前向き研究（N=414）に始まり、大阪国立循環器セン
ター（西村恒彦先生）主導の123I-BMIPP肥大型心筋症予後解析研究（N=65）、北海道心臓核医学研究会

（小生と玉木長良先生）主導の急性心筋梗塞PCI治療後の123I-BMIPP予後追跡調査研究（N=101）、旭川
医科大学（菊池健次郎先生）主導の123I-BMIPP維持血液透析患者リスク層別化のB-SAFE研究（677症
例）、安定型冠動脈疾患における心電図同期負荷心筋血流SPECT予後評価J-ACCESS研究（N=4031、
京都府立医科大学西村恒彦先生主導）へと続いた。さらに、国内６施設・米欧の先生方と歩調を合わ
せて開始した心不全123I-MIBG統合データベースによる生命予後解析J-META研究（N=1322、平均
77ヶ月追跡）や2023年18F-FDG PETイメージング心サルコイドーシス診断と予後に関するJ-CASP研
究（N＝231）も主導できた。このように、全国の仲間と協力して本邦EBMを海外に発信でき、ガイド
ライン作りも参加できたことは幸いであった。“正しい診断と治療を経て予後改善”に貢献できる臨床
研究の重要性を改めて認識することができた。
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